
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道関係者 各位 

 

【秋田監督署】転倒災害防止の取組状況を確認した結果を公表します。 
秋田労働基準監督署管内では、令和５年に休業４日以上の転倒災害が 181 件発生しており、 

新型コロナウイルス感染症を除いた全災害の約４割を占めております。また、年代別にみる

と、60歳以上の労働者の割合が半数を超えています。 

そのため、秋田労働基準監督署（署長 金谷 繁夫）では、管内で増加傾向にある転倒災害に歯止め

をかけるため、今年４月から監督指導等の機会を捉えて事業場から転倒災害防止の取組状況を確認し、

併せてその取組方法を周知しています。 

この度、令和６年４月から同年11月までに確認した取組状況を集計しましたので、その結果を公表

します。 

【集計結果の概要】（別添１参照） 

 

◆ 309 事業場から取組状況を確認。このうち 214 事業場（69.3％）で 60歳以上を雇用。  

令和６年４月から同年 11 月までに事業場から確認した転倒災害防止の取組状況を集計し

ました。 

対象は 309 事業場で、このうち 214 事業場（69.3％）が 60 歳以上の労働者（以下、「高

年齢労働者」という。）を雇用していました。なお、309 事業場のうち過去３年間に転倒災

害が発生したと回答したのは 42事業場（13.6％）でした。 

309 事業場を業種別にみると、多い順に建設業（173 事業場）、製造業（43事業場）、保

健衛生業（31事業場）、商業（25 事業場）、運輸交通業（11事業場）及びその他（26 事業

場）となりました。 

◆ 転倒予防のための運動や高齢化に伴う対策の取組は低調   

  取組状況をみると（複数回答あり）、 

  ・整理整頓を行い、通路や階段等に物を放置していない（ハード対策）307 事業場（99.4％） 

  ・床の水たまりや油などをその都度取り除いている（ハード対策） 306 事業場（99.0％） 

  ・転倒を予防するための教育を行っている（ソフト対策）     184 事業場（59.5％） 

  ・ストレッチ体操や転倒予防運動を取り入れている（ソフト対策）  95 事業場（30.7％） 

  ・高年齢労働者に対する取組を行っている（ハード及びソフト対策） 45 事業場（21.0％） 

 と、環境要因の解消（ハード対策）への取組率は高いものの、身体機能の低下等への対策（ソ

フト対策）や高年齢労働者に対する対策の取組率は低調でした。 

◆ 今後の取組   

 秋田労働基準監督署では引き続き、転倒災害を防止するため、環境要因の解消（ハード対

策）のみならず、取組率が低い身体機能の低下等への対策（ソフト対策）及び高年齢労働者
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に対する対策の周知の実施を重点的に行っていくこととしています。 

 また、冬季は転倒災害が増加することから、冬季転倒災害の防止についても併せて周知を

行うこととしています（別添２参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別添１ 

 

１ 事業場規模・業種別内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：事業場） 

 

２ 高年齢労働者の雇用の有無 

 

 

 

 

 

 

３ 転倒災害防止の取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：事業場）  

①整理整頓を行い、通路や階段等に物を放 
置していないか（ハード対策） 

②床の水たまりや氷、油、粉類などをその
都度取り除いているか（ハード対策） 

④作業靴は作業現場にあった耐滑性を有
し、サイズも合っているか（ハード対策） 

⑤ヒヤリハットを活用して危険マップを作
成・周知しているか（ソフト対策） 

⑥段差や滑りやすい場所などに注意を促す
標識をつけているか（ソフト対策） 

⑦冬季において除雪や融雪を行っているか
（ハード対策） 

⑧転倒を予防するための教育を行っている
か（ソフト対策） 

⑨ストレッチ体操や転倒予防のための運動
を取り入れているか（ソフト対策） 

③安全に移動できるように十分な照度は確
保されているか（ハード対策） 

⑩（高年齢労働者を雇用している場合）高年
齢労働者に対する取組を行っているか（ハ
ード及びソフト対策） 



別添２全ての事業場の皆様へ

～冬期間は「見える化」実施で転ばない職場の実現を～

会社の中で転びやすい場所 ３選

作戦④ 冬期間は早く暗くなります。
センサーライトの設置で明るさ確保！

作戦② 転倒事故の多発する駐車場に
も「見える化」で注意表示を

作戦③ 駐車場や凍結しやすい通路に融
雪剤を設置して凍結防止！

作戦① 出入り口に注意表示の「見える
化」設置で転倒災害防止！

転倒
注意

転倒
注意

②

駐車場

（車周辺）

（歩行中）

①

屋外通路

（歩行中）

③

出入口

（段差）

（スロープ）

「見える化」対策で
転倒予防！

①～④の転倒防止対策を事業場内で検討し、出来る対策から積極的に取り組みましょう。



作業場所に適した注意表示の設置を行いましょう

転倒注意

この先
傾斜あり∠

転倒注意

この先
段差あり

転倒注意

凍結のおそれあり

転倒注意

足元注意

転倒災害防止プロジェクトチーム
お問い合わせ先TEL：018-862-6683（秋田労働局健康安全課）

★転倒事故事例から見た６つの危険ポイント★

1. 屋外に出るときには作業に適した履物を着用しましょう。

2. 重機での除雪後は路面がツルツル。慎重な歩行を。

3. 歩行環境が変化する建物内から屋外へ出るときは要注意。

4. 放射冷却が発生した朝は凍結箇所が多くなっています。

5. 出勤時の車から降りた直後に転倒事故が多発しています。

6. 出入口は同じ場所が踏み固められ凍結部分が発生します。


